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成人おめでとう！
　5月3日に町総合センターで成人式が行われ、

72人が大人の仲間入りをしました。若さあふれ

る新成人の晴れ姿を、スナップ写真でご紹介致

します。

（成人式の詳細については、4ページを御覧く

ださい。）
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町
内
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
松
代
町
松
寿
大
学
」

灘
蟹
－
　
　
…
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鈴
木
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し
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町
総
合
体
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開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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難
　
　
　
　
　
　
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
騨

難
萎
　
　
蓼
皿

灘
　
灘

覇
難…購…鍵

鰍

叢細

　
鱒
　
　
レ

難
　
錘
　
学
士
号
が
代
表
の
牧
田
長

　
　
　
吉
さ
ん
に
鈴
木
学
長
か
ら

　
　
　
授
与
さ
れ
る

　
　
　
（
写
真
㊧
）

　
こ
の
式
典
に
は
、
ふ
る
さ
と
訪
問
旅
行
中
の

徳
次
郎
会
長
）
の
一
行
百
五
十
名
も
参
加
し
、

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
事
務
局
の
古
島
辰
雄
さ
ん

の
司
会
で
進
行
し
、
鈴
木
学
長
は
「
健

全
で
明
朗
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し

い
大
学
と
し
て
今
日
ま
で
こ
れ
た
の

も
、
町
当
局
・
公
民
館
の
ご
尽
力
に

よ
る
も
の
で
、
今
後
も
ご
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

創
立
以
来
五
年
間
在
学
し
て
い
る
五

十
五
名
に
学
士
号
が
、
ま
た
、
長
年
事

務
局
を
務
め
ら
れ
た
美
濃
和
英
（
福

島
）
さ
ん
に
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
東
京
松
代
会
に
よ
る
校
旗
の
贈
呈

で
は
、
関
谷
会
長
か
ら
鈴
木
学
長
に

深
紅
の
校
旗
、
の
ぼ
り
五
本
、
横
断

幕
一
枚
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

関
谷
会
長
や
関
谷
町
長
を
始
め
と
す

る
来
賓
の
方
か
ら
は
、
お
祝
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
東
京
松
代

会
の
役
員
が
紹
介
さ
れ
式
典
は
終
了

致
し
ま
し
た
．

　
懇
親
会
で
は
、
「
玉
扇
会
」
「
松
月

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
が
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ
、
式

典
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
東
京

松
代
会
の
会
員
と
地
元
の
参
加
者
は
、
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贈蟻潔繊叢糞拠翻

▲長年に渡り事務局を務めた美濃和

　英さんに感謝状が贈られる

　（写真㊨）

▲東京松代会関谷会長より鈴木学長

　に校旗が贈られる（写真㊨が関谷
　会長）

　深紅の地に鶴をかたどった校章が

　描かれている

懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
声
を
掛

け
合
う
な
ど
、
旧
交
を
温
め
合
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
会

は
最
高
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。

松
寿
大
学
は
、
町
公
民
館
の
主
催

事
業
「
高
齢
者
教
室
」
を
前
身
と
し
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
「
松
寿
大
学
」

饗

と
し
て
正
式
に
発
足
し
た
も
の
で
、

受
講
生
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
社

会
に
貢
献
し
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な

　
皆

　
る
者

　
温
参

　
を

　
交

▲
旧

棚輔

〉自
慢
の
ノ
ド
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
会

を
盛
り
上
げ
る

生
活
が
で
き
る
よ
う
な
知
識
・
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
現
在
は
一
般
教
養
講
座

と
専
門
講
座
（
実
用
書
道
、
手
芸
、

切
り
絵
、
俳
句
）
に
分
化
さ
れ
、
学

生
数
も
二
十
六
地
区
、
二
百
三
十
二

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
々
略

方
称
　
敬
　
（

学

関谷　福次（松　代〉

関谷　詠子（　〃　）

関谷　スギ（　〃））

関谷　アヤ（　〃　〉

高橋　五平（　〃　）

柳・　亘（〃）
中村リャウ（　〃　〉

万羽　セイ（　〃　）

市川寅太郎（　〃　〉

万羽　卓司（　〃　）

万羽　ヒデ（　〃　）

市川アイノ（　〃　）

佐藤八千代（　〃　〉

関谷シヅエ（　”　）

富沢　和平（小荒戸）

山賀宗一郎（池之畑〉

山賀シヅイ（　〃　）

山賀　ヨシ（　〃　）

室岡　寅蔵（池　尻〉

小堺　ハナ（蓬　平）

小堺　長平（　〃　）

若井　ワカ（　〃　）

若井　キイ（　〃　）

若井　チユ（　〃　）

小島貫一郎（犬　伏）

小島仙太郎（　〃　）

小島　美司（　〃　）

山本　タエ（　〃　）
山本マツエ嚇（、〃　）

柳　　晴二（苧　島）

石田　マス（　〃　〉

柳　　カヅ（　〃　）

柳　仙太郎（　〃　）

菅井　サツ（名　平）

山岸軍次郎（蒲　生）

山岸　久一（　〃　）

小堺　欣一（儀　明）

仲村仁一郎（　〃　）

小堺　シサ（　〃　）

西潟　平司（福　島）

西潟　欣一（　〃　）

美濃和　英（　〃　）

佐藤栄四郎（室　野）

村山ひさゐ（　〃　）

小堺ミサヲ（　〃　）

佐藤コマツ（　〃　）

関谷　トイ（　〃　）

小松　藤野（　〃　）

佐藤フジノ（　〃　）

関谷　タキ（　〃　）

山岸　キン（　〃　）

牧田　長吉（峠　）
横尾　嘉吉（　〃　）

牧田　チヨ（　〃　）

牧田　ノブ（　〃　）
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鵡

　
藩

撒
　
椰覇盤襯

蹴灘
、
灘

障
　
　
　
議

ハ騰

　　　撫　　雛灘
難講羅

鱗

難
難
蕪

、
念

醍鉗

己言ロ式人成諜
善

　　　　侶ヒ

72

人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
新
成
人
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に

こ
い
の
ぼ
り
が
春
風
に
泳
い
だ
五
月

三
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
総
合
セ
ン
タ
ー
前
に
は
、

新
成
人
の
晴
れ
姿
を
一
目
見
よ
う
と

近
所
の
人
達
も
た
く
さ
ん
詰
め
か
け
、

新
成
人
も
親
御
さ
ん
や
知
人
の
注
文

に
応
じ
カ
メ
ラ
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
若
さ
と
活
気
が
み
な
ぎ

る
中
、
新
成
人
を
前
に
関
谷
町
長
は
、

「
今
ま
で
は
自
分
の
こ
と
や
家
族
中

心
の
考
え
で
良
か
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
自
己
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、

常
に
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
高

い
視
点
と
広
い
視
野
で
行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
激
励
。
ま
た
、
元

気
会
会
長
の
柳
健
一
さ
ん
は
、
　
「
自

分
に
は
こ
れ
だ
、
こ
れ
し
か
な
い
と

い
う
も
の
を
早
く
見
つ
け
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
、

自
分
の
経
験
か
ら
先
輩
と
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
藤
公
民
館
長
よ
り
新

成
人
代
表
の
関
谷
和
佳
子
さ
ん
（
松

代
）
に
、
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
記
念
品

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
橋
武
治
さ
ん
（
莇
平
）
か
ら
は
、

新
成
人
を
代
表
し
て
「
今
日
の
感
激

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
社
会
人
で
あ
る

》
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
高
橋

　
武
治
さ
ん

こ
と
を
自
覚
し
、
私
た
ち
を
育
て
て

く
れ
た
松
代
町
と
共
に
飛
躍
し
て
行

き
た
い
」
と
力
強
く
誓
い
を
述
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
松
代
町
の
伝
統
的
な
行
事

や
最
近
の
話
題
な
ど
を
収
録
し
た

「
松
代
見
聞
録
」
が
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン

で
放
映
さ
れ
、
新
成
人
は
町
の
認
識

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
祝
賀
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
は
お

互
い
の
近
況
を
語
り
合
う
な
ど
、
笑

い
と
明
る
い
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

渦
巻
い
て
い
ま
し
た
。
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ぜ
ん
ま
い
組
合
が
産
地
交
流
会

　
　
　
同
地
区
主
婦
が
企
画
・
運
営

　
ぜ
ん
ま
い
栽
培
や
都
会
と
の
交
流

で
地
域
お
こ
し
を
進
め
る
福
島
ぜ
ん

ま
い
組
合
（
美
濃
和
英
組
合
長
）
が

五
月
二
十
六
日
、
　
「
市
民
生
協
に
い

が
た
上
越
セ
ン
タ
ー
」
の
主
婦
ら
四

十
二
名
を
招
い
て
産
地
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が

福
島
の
「
深
雪
ぜ
ん
ま
い
」
を
産
地

直
送
契
約
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
が

縁
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
午
前
十
時
三
十
分
、
会
場
の
集
落

開
発
セ
ン
タ
i
前
に
到
着
し
た
一
行

を
同
地
区
の
主
婦
ら
が
出
迎
え
、
美

濃
和
組
合
長
は
、
　
「
町
が
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
部
落
や
家
庭
の
活
性

化
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に

心
の
活
性
化
も
必
要
で
あ
る
。
今
日

は
、
皆
さ
ん
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
情

報
を
い
た
だ
き
心
の
活
性
化
に
役
立

て
た
い
」
と
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
同
地
区
の
主
婦
が
講
師

と
な
っ
て
の
山
菜
料
理
講
習
も
行
わ

れ
、
エ
プ
ロ
ン
姿
の
参
加
者
は
料
理

を
手
伝
い
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
菜
料
理
を

食
べ
な
が
ら
の
楽
し
い
昼
食
会
や
ワ

ラ
ビ
な
ど
の
山
菜
採
り
も
行
わ
れ
、

今
回
の
交
流
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
企
画
・
運
営

は
、
同
地
区
の
主
婦
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の

経
験
を
生
か
し
、
同
地
区
の
活
性
化

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

昼
食
（
交
流
）
会

東
京
松
代
会
ふ
る
さ
と
旅
行

『
愚
る
琶
・
G
9
冒
恥
恥
も
施
偲
』

・
騨
確理に舌

熱翻戴灘鐸

　
ぶ
な
の
新
緑
が
目
に
染
み
る
五
月

二
十
三
日
、
　
「
東
京
松
代
会
」
　
（
関

谷
徳
次
郎
会
長
）
の
一
行
百
五
十
名

が
、
　
「
ふ
る
さ
と
旅
行
」
の
一
環
と

し
て
芝
峠
温
泉
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
過
ぎ
、
関
谷
町
長
ら
が

出
迎
え
る
中
、
バ
ス
三
台
で
到
着
し

た
一
行
は
、
早
速
、
懇
親
会
場
の
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
の
大
広
間
へ
。

　
懇
親
会
に
先
立
ち
関
谷
徳
次
郎
会

長
は
、
　
「
こ
う
い
っ
た
企
画
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
松
代
の
方
々
と
親
睦

を
深
め
な
が
ら
情
報
交
換
し
、
町
の

活
性
化
・
発
展
に
寄
与
し
た
い
」
と
挨

拶
さ
れ
、
東
京
松
代
会
か
ら
レ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
峰
落
成
祝
と
し
て
、
三
十

万
円
が
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
関
谷

町
長
も
「
今
後
も
一
段
と
交
流
を
密

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
拠
点

と
し
て
芝
峠
温
泉
に
宿
泊
棟
を
建
設

す
る
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
」
と
一
行
を
歓
迎
し
て

い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
　
「
ひ
ま
わ
り
会
」

（
山
岸
ヒ
サ
エ
会
長
）
の
皆
さ
ん
が

腕
に
よ
り
を
か
け
た
山
菜
料
理
を
味

わ
い
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
一
行
は
、
早
稲
田
大
学
の

郊
外
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
宿
泊
地

の
松
之
山
温
泉
に
向
か
い
、
夜
は
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
翌
日
は
、
町
の
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
松
寿
大
学
五
周
年
式
典
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
校
旗
を
贈
呈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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堕雁』劉堕堕堕馳堕圏1

斗米

理

一
、

‘

山
菜
セ
楽
し
む
会

　
「
山
菜
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
「
ひ
ま
わ
り
会
」

（
山
岸
ヒ
サ
エ
会
長
）
主
催
に
よ
る

山
菜
を
楽
し
む
会
が
、
五
月
＋
七
日

に
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
京
都
か
ら
の
参
加

者
も
あ
る
な
ど
、
地
元
、
県
の
内
外

か
ら
九
十
五
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
パ
ッ
ク

に
入
れ
ら
れ
た
ゼ
ン
マ
イ
、
う
る
い

な
ど
の
煮
物
や
、
ふ
き
の
と
う
、
い

た
ど
り
の
天
ぷ
ら
が
な
ど
が
並
べ
ら

れ
、
参
加
者
は
果
実
酒
な
ど
を
味
わ

い
な
が
ら
山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
慢
の
ノ

ド
や
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

冒舞台では踊りも　　　罵

始まり最高の盛り上がりに

▲
山
菜
料
理
を
楽
し
む
参
加
者

　
の
皆
さ
ん

〈
参
加
者
全
員
で
「
は
い
！
　
ポ
ー
ズ
」

山

採
んあったよ」

り
、ワ

い

ね
！

ア
⊃

　
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
や
ぶ
こ

ざ
き
の
会
」
　
（
小
野
嶋
哲
雄
会
長
）

主
催
に
よ
る
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
が
、

今
年
も
五
月
三
・
四
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
、
県
外
を
中
心
に
三

十
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
山
菜
を
利
用
し

て
都
会
と
の
交
流
を
深
め
、
町
の
活

性
化
を
図
り
た
い
と
昭
和
六
十
二
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で

六
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
渋
海
荘
」
に
集
合
し
た
参
加
者

は
、
昼
食
後
、
会
沢
方
面
で
山
菜
採

り
を
行
い
、
夜
は
山
菜
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ヶ
や
「
翠

松
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
な
ど

を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
も
う
何
回
も

参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
な

ど
、
大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。
こ
う

い
っ
た
交
流
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

、
睾
．
睾
．
聖
、
睾
．
聖
、
聖
、
寒
、
睾
、
襲
§
襲
華
襲
ミ
睾
、
聖
ミ
．
」

備齢囎㌔齢酬鼎帰鰍備備鼎熈囎嚇備備㌔齢齢㎜備一㎜響襯、㈱㌔酬㎜備備備備備備囎囎、齢齢囎齢備㌔齢翻備…踊齢齢、㎜、酬鼎鼎備斜鰍

献
血あ

り
が
と
う

　
若
井
孝
広
　
　
柳
　
　
健
一

　
市
川
　
健
司
　
　
田
辺
　
栄
子

　
室
岡
　
　
徹
　
　
池
田
　
弘
美

　
齋
藤
　
一
良
　
　
佐
藤
　
信
一

　
関
谷
　
正
義
　
　
小
野
嶋
哲
雄

　
市
川
　
栄
造
　
　
木
澤
　
　
純

　
小
島
　
　
功
　
　
小
野
島
修
一

　
斉
藤
　
政
志
　
　
小
堺
　
定
男

　
田
中
　
幹
人
　
　
山
本
　
伸
夫

　
柳
　
　
正
二
　
　
小
堺
　
幸
子

　
柳
　
　
　
勇
　
　
笠
原
　
　
等

　
仲
村
　
岩
雄
　
　
菅
井
　
正
一

　
若
井
　
利
晴
　
　
関
谷
　
初
子

　
市
川
　
武
雄
　
　
柳
　
　
洋
子

　
山
賀
　
　
茂
　
　
宮
沢
　
新
松

　
大
野
　
賢
郎
　
　
藤
巻
　
勇
作

　
春
日
　
　
亘
　
　
小
堺
　
忠
吉

　
吉
田
　
更
一
　
　
米
持
　
英
雄

　
林
　
　
正
男
　
　
米
持
　
昇
六

　
山
本
　
一
男
　
　
中
川
　
　
渉

　
中
澤
　
淳
一
　
　
柳
　
　
昌
子

　
関
谷
　
八
郎
　
　
井
口
　
久
雄

　
小
堺
　
純
一
　
，
伊
藤
加
寿
子

　
市
川
　
角
治
　
　
小
堺
き
み
え

　
高
橋
　
嵩
一
　
　
石
口
典
美
子

　
柳
　
　
照
雄
　
　
山
本
　
勇
人

　
五
十
嵐
　
博
　
　
樋
口
　
邦
幸

　
村
山
　
盛
儀
　
　
若
月
　
熊
次

　
井
上
久
美
子
　
　
柳
　
　
　
久

　
鈴
木
　
利
雄
　
　
高
橋
　
政
江

　
水
口
智
子
品
田
靖

　
小
野
島
美
津
子
　
柳
澤
　
　
稔

　
牧
田
　
睦
生
　
　
柳
　
　
雅
彦

　
武
田
　
芳
夫

　
※
太
字
は
成
分
献
血
者

騨
塞
’
聖
唖
奪
聖
唖
奪
唖
奪
妻
唖
奪
唖
藝
睾
唖
藝
唖
§
唖
藝
臨
斜脚臨㎜備囎備一酬備翻㌔㎜翻㌔㎜備一酬一㎜一齢酬、㎜翻、齢齢齢㌔齢齢㎜鼎鼎一㎜側欄囎備創”湘撚齢㎜備囎㌔齢備鰍囎一㎜鼎備四

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6



叙◎勲

関
谷
徳
一
郎
さ
ん
（
松
代
）

　
　
　
勲
六
等
瑞
宝
章
受
章

　
平
成
四
年
春
の
叙
勲
で
関
谷
徳
一

郎
さ
ん
（
松
代
、
七
十
五
才
）
が
勲

六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
谷
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
以

虐

来
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
工
業
統
計

調
査
に
従
事
さ
れ
、
今
回
そ
の
功
績

が
評
価
さ
れ
受
章
と
な
っ
た
も
の
で

す
が
、
こ
の
他
に
も
国
勢
調
査
を
始

め
各
種
統
計
調
査
に
も
四
十
回
以
上

従
事
さ
れ
る
な
ど
、
統
計
調
査
業
務

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
統
計
は
、
　
「
現
代
を
う
つ
す
鏡
」
、

「
未
来
を
ひ
ら
く
道
し
る
べ
」
な
ど

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
い
つ
で
も
容
易

に
手
に
入
る
た
め
、
そ
の
必
要
性
、

重
要
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
今
回
の
関
谷
さ
ん
の
受
章
で
統
計

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
お
元
気
で
、
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
工
業
統
計
調
査

　
統
計
法
に
基
づ
く
国
の
指
定
統
計

調
査
の
一
つ
で
、
毎
年
十
二
月
末
日

現
在
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を
対
象

と
し
て
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、

製
造
品
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し
、
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
五
月
十
九
日
、
新
潟
県
自
治

会
館
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県
食
生
活

改
善
推
進
委
員
協
議
会
の
創
立
二
十

五
周
年
記
念
大
会
に
お
い
て
、
当
町

の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
、
小
堺
タ

ミ
子
さ
ん
（
室
野
）
と
小
堺
春
枝
さ

ん
（
蒲
生
）
の
お
二
人
が
、
優
良
会

員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
協
議
会
員
と
し
て

十
年
以
上
従
事
し
、
特
に
顕
著
な
功

小
堺
タ
ミ
子
さ
ん
小
堺
春
枝
さ
ん
に

　
　
　
食
生
活
改
善
優
良
会
員
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

績
が
あ
り
　
今
後
と
も
継
続
的
な
活

動
が
期
待
で
き
る
会
員
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
．

　
お
二
人
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら

町
の
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
と

し
て
活
躍
し
、
会
長
職
も
務
め
る
な

ど
会
員
の
指
導
と
会
の
発
展
に
尽
く

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表

彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
の
お
二
人
の
ご
活
躍
を
期
待

》
優
良
今
員
表
彰
を
受
け
た

　
小
堺
タ
ミ
子
さ
ん
（
右
）
と

　
小
堺
春
枝
さ
ん
（
左
）

致
し
ま
す
．

繕
璽
嚢
鍔
晃

グ佑か黛
脅　くみ

　　　コー》　へ
』7的／

鑑の簗一嚢一の響嚢纏難麟嚢縦漢

繊の懸灘癒報係蓑懇お鱒騰畿難灘

熱麟饗鎌欝の撒識難蒙族等の霧
鎌巻掲載繕蒙雛の懸．お気縫機お
寄懸《総癒雛。
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㊧［：口

◎

入
賞
作
品
決
ま
る

冬
の
随
写
窟
ヨ
ン

　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
主
催
、
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
「
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
九
人
、
三
十
九
点
の
応

募
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
協
賛
の
㈱
フ

ジ
写
真
フ
ィ
ル
ム
で
審
査
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
の
っ
と
れ
松
代
城

の
部
で
は
萬
羽
伸
子
さ
ん
（
松
代
）
、

ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
部
で
は
高
橋
尚

　
　
　
　
　
語
撫
纈

μ
　
　
再
名

志
さ
ん
（
莇
平
）
の
作
品
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
萬
羽
さ
ん
は
、
初
の
応
募
で
見
事

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
高
橋
さ
ん
は
ア
ザ
ミ
フ
ォ
ー
ト

さ
ん
の
せ
が
れ
さ
ん
で
す
の
で
、
親

譲
り
の
才
能
発
揮
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
．

　
そ
の
他
の
受
賞
者
は
、
次
の
表
の

欝甑　
　
　
　
　
艦

7
ス
ト

と
お
り
で
す
．

　
な
お
、
総
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
来
年

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
評

　
全
体
に
祭
り
と
し
て
の
雰
囲
気
が

良
く
出
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
被

写
体
に
近
づ
く
な
り
ト
リ
ミ
ン
グ
す

る
な
り
し
て
、
余
分
な
も
の
は
入
れ

な
い
方
が
良
い
写
真
に
な
り
ま
す
。

主
体
を
十
分
に
写
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
　
一
人
一
点
で
な
け
れ
ば
、
何
点

で
も
入
賞
さ
せ
た
い
上
手
な
人
が
い

ま
し
た
。

のっとれ松代城の部（敬称略）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
所
市

　
　
　
潟

松
竹
新

（
　
　
（
　
　
（

子
一
守
し

伸
栄
　
　
な

　
　
　
　
　
者

羽
條
林
当

萬
中
小
該

賞
賞
　
　
作

秀　
　
秀
〃

優最
優
　
　
佳

スノーワールドの部（敬称略）

最優秀賞　高橋　尚志（莇　平）

優秀賞　斉木　　勉（松　代）

　〃　　関谷　健治（松　代）

佳　　作　関谷　拓雄（松　代）

　〃　　相沢　義則（松　代）

　〃　　関谷　八郎（松代）

、
醒
哩

▲入賞を喜ぶ受賞者の皆さん
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町
づ
く
り

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

の
保
険
料
や
掛
け
金
は
「
簡
保
・
年

金
資
金
」
と
し
て
公
共
事
業
に
融
資

さ
れ
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
3
年
度
も
「
簡
保
・

年
金
資
金
」
の
融
資
を
受
け
て
、
次

の
よ
う
な
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　英
齢鵬
　　　　マ
　　　き

鞭

　ぷ

嚢

ぎ
　
だ
い

を
宝
飛

．
．
，
　
穫
雄

、
，
織

照
艸

皿

　
　
　
　
一
厭
醐

、
欝
　
　

　
　
　
　
　
㎜二瀦｝

薦
導
黛
燕

一

－
』

‘

▲松代ファミリースキー場

　昨年のオープンから今春までの利用者は

　約5，000人（リフト利用者は75，000人）。

　休日は家族連れでにぎわった。

▲福島地区に建設された高齢者・

　若者活性化センター。都会との

　交流の拠点となっている。
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i融資を受けた事業
1ファミリースキー場　　　　180，000千円

1クロスカントリーコース　　20，000千円

1高齢者若者活性化センター　　12，300千円

1内職センター　　　　　　　8，300千円

1農林道整備　　　　　　43，500千円

1町道整備　　　　 27，200千円

1計　　291，300千円
凡．lBrrhl一一〇・・IIO』，，1・”1IBe。519㌦一。51－1。11，，。9・”O・，，gl51・h，一．1｛1，，915’・h，9・91”IO5一・9一“11巴、100”11”・9｛』．．9匹・”巳1。．ill”髄1”・9■0110”・5，”Ol“515“h…1｛｝IIOIIl』・・99”馳｝51”』亀一・一

十
日
町
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
剣
道
大
会
結

　
十
日
町
剣
友
会
の
創
立
四
十
周
年

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
、
第
十
回
十

日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
が

去
る
四
月
五
日
、
十
日
町
市
総
合
体

育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
百
五
十
数
名
の
豆
剣
士
達

が
参
加
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
熱
戦

ど
な
り
、
松
代
か
ら
も
八
名
が
参
加

し
て
入
賞
を
目
指
し
た
結
果
、
小
学

生
高
学
年
の
部
で
茂
野
収
君
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
校
高
学
年
の
部

　
優
勝
　
茂
野
　
収
（
松
代
、
あ
ふ
き
や
）

　
三
位
　
宮
沢
秀
志
（
下
山
、
大
門
）

果

》
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
前
列

　
左
か
ら
二
番
目
が
茂
野
君

○優勝蒲生A

○準優勝　室野南町

03　位菅刈A

04位太平
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感

謝
五
十
嵐

　
「
は
に
ゅ
う
の
宿
」
で
あ
っ
て
も
、

親
や
兄
弟
が
い
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先

か
ら
何
日
か
の
休
暇
を
も
ら
っ
て
帰

郷
す
る
。
バ
ス
を
降
り
る
と
我
が
家

を
目
指
し
て
一
目
散
に
駆
け
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
目
に
染
み
る
緑
、
澄
み
き
っ
た
空
、

う
ま
い
空
気
を
吸
う
こ
と
も
な
く
家

族
に
会
う
こ
と
を
急
い
だ
も
の
だ
。

　
す
で
に
親
は
他
界
し
、
兄
弟
は
独

立
し
て
家
を
後
に
し
た
。
友
人
達
も

ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
親
類
も
少

な
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
現
象
が
積
み

重
な
っ
て
行
く
う
ち
に
、
過
疎
の
波

が
押
し
寄
せ
て
廃
村
に
な
っ
た
部
落
、

三
分
の
一
、
四
分
の
一
に
減
っ
た
村

も
多
い
。

　
あ
る
哲
学
者
は
「
故
郷
を
失
っ
た

時
、
人
間
は
疎
外
感
に
陥
る
」
と
言

っ
た
。
ま
さ
し
く
そ
ん
な
よ
り
ど
こ

ろ
の
な
い
淋
し
さ
は
あ
る
が
、
私
達

の
松
代
は
冷
た
く
は
な
い
。
人
情
味

豊
か
な
人
々
と
、
豊
か
な
「
大
地
」

は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
。
イ
ベ
ン

ト
で
町
を
訪
れ
た
り
、
用
が
あ
っ
て

故
郷
へ
帰
る
時
は
、
小
学
生
が
遠
足

に
行
く
よ
う
な
楽
し
さ
を
覚
え
る
。

　
人
工
的
に
自
然
破
壊
さ
れ
た
り
、

；圭
ノ月

（
千
葉
市
在
住
・
竹
所
東
出
身
）

ぎ
す
ぎ
す
し
た
人
間
関
係
に
流
さ
れ

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
最
後
の
楽
園

と
形
容
で
き
る
こ
の
町
を
活
性
化
で

き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
極
集
中
化
の
都
市
構
造
は
、
公

害
、
災
害
、
過
密
と
社
会
問
題
化
が

山
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
好
景
気
の

時
代
は
受
け
皿
と
し
て
働
く
場
所
も

あ
っ
た
が
、
不
景
気
の
状
況
が
続
く

と
人
手
が
余
る
と
い
う
現
象
も
起
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
つ
て
日
本
人
が
中
国
や
ブ
ラ
ジ

ル
ヘ
開
拓
移
民
を
し
た
よ
う
に
、
土

地
を
借
り
て
土
・
日
曜
農
園
で
も
や

っ
て
み
た
い
と
思
う
の
は
私
一
人
で

あ
ろ
う
か
。
す
で
に
熟
年
を
過
ぎ
た

こ
と
を
思
う
と
不
可
能
に
近
い
が
、

子
供
や
孫
達
ま
で
自
分
達
の
故
郷
と

思
っ
て
く
れ
た
ら
、
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
。

　
最
後
に
、
す
べ
て
の
面
で
頑
張
り

を
教
え
て
く
れ
た
こ
の
地
、
素
朴
な

環
境
を
は
ぐ
く
ん
だ
松
代
に
感
謝
し

た
い
。

　　　鐵

鐵

　　　灘
　　　灘

醐
醐

　
繍

懸
．
籔

・ざるうどん●●。●。．．．．．．2個

灘灘醗．1鴇
　　　　　　　ロ　　　　　　　し　ヨ　　

・めんつゆ●●●●．．．．．．．．．．個

　○山菜そばの具●●

○ざるうどん…………2個　o手ぐりひやむぎ……2個
○とろろそば一一一2個　〇六割そば（3把入）…1個

○峰うち茶そば………2個　oめんつゆ……………2個
oまつだいそば………2個　○山菜そばの具………1個

　　　　　　　　　○きゃらぶき…………1個

　　　　　　　　　　　　　　　，

お問い合わせ・申し込み先

新潟県東頸城郡松代町役場内

　　松代おら町ふるさと会推進協議会

　　　　TELO2559（7）2220

ω
㈲
用

目
目
使

27

6
紙

月
月
用

6
7
込

年
年
振

4
4
の

成
成
封

平
平
同

●
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
●

限
定
法

期
　
万

み
予
い

込
送
払

し
　
支

申
発
お
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　叉
芸

、
『
一
5

きゲ
燐

’
・
一

　
し
ぶ
み
句
会

盛
り
上
る
樫
若
葉
の
寺
領
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ぜ
ん
ま
い
の
の
の
字
は
じ
け
て
踊
り

出
し
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

閉
店
の
貼
り
紙
ち
ぎ
る
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

籾
播
い
て
よ
り
の
悪
天
続
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

花
の
名
を
尋
ね
尋
ね
て
春
野
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

家
々
の
干
ぜ
ん
ま
い
や
昼
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

山
笑
う
想
い
想
い
の
彩
な
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

帰
省
子
へ
残
り
を
持
た
す
笹
ち
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

さ
つ
き
山
松
苧
権
現
峰
伝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

参
道
に
ほ
こ
ろ
び
か
け
し
シ
ャ
ガ
の

花
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ぜ
ん
ま
い
の
あ
く
で
主
婦
の
手
黒
き

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

目
に
青
葉
日
本
晴
の
奥
越
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

跡
つ
ぎ
が
出
来
禅
寺
の
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

自
ず
か
ら
風
生
み
蕗
の
紫
飛
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

ぜ
ん
ま
い
が
背
伸
び
し
て
い
る
崖
っ

ぷ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

朴
の
葉
に
赤
飯
く
る
み
田
植
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

山
菜
の
い
ろ
と
り
ど
り
の
夕
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

菖
蒲
場
の
藁
の
束
ね
の
ゆ
る
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

国
境
ま
だ
雪
あ
り
て
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

七
十
の
七
つ
参
り
の
山
の
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
た
ら
　
　
　
　
　
う
　
ど

天
ぷ
ら
に
揚
げ
る
惚
の
芽
独
活
こ
ご

め
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
　
　
　
ぶ
な

短
歌
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

き
み
ど
り
の
若
葉
が
映
え
る
撫
の
木

の
下
に
女
孫
と
さ
わ
ら
び
を
摘
む

伸
び
や
か
な
技
し
な
わ
せ
て
撫
の
木

は
風
来
る
た
び
に
さ
わ
さ
わ
と
鳴
る

撫
繁
る
葉
蔭
に
遠
き
県
境
の
残
雪
見

ゆ
る
信
濃
路
の
嶺

郵諭翻o瘡1《う1
　而禾寸　蒙　鍵o

lllし二：

1しゴ肋．・
　　　　　　瀦鴫

　
　
●

’

一
’
．
“

1　し㌦　 漫し

r
々　

、
P
ヤ

し
　
　
ノ

　
　
　
　
　
し

　
し　
　
／

ノ
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
ノ

ノ
　
　
　
　
　
　
こ

し

　
　
、
　
　
　
　
’

　
　
覧

し　
　
鶏
さ

　
　
　
　
　
㌧

ー

　
　
　
　
1

し

　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
し

ノ　
　
　
　
し

し　
　
　
　
1

1　
　
　
　
　
し

u
　
　
ど
毎

r

．
糖
蕩
へ
し

ー
＼
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

－
酸
碓
雨
だ
よ

しLし㌧柘

騨曳グ　　』

し1し
　　　　㌧　　も

灘
翻
藁
韓

、
裟
聾
灘
撃
嚢
霧
馨
轟
慧

　
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の

比
較
的
低
い
山
地
の
谷
間
湿
地
に
生

え
る
我
が
国
特
産
の
も
の
。
花
が
美

し
く
、
古
く
か
ら
山
か
ら
採
っ
て
き

て
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
、

園
芸
的
な
品
種
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
方
言
の
由
来
。
青
森
県
や
秋
田
県

で
は
ホ
ー
ド
ゲ
、
ホ
ン
ド
ゲ
と
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
と
う
げ

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宝
塔
華
の

な
ま
り
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
花

　
　
　
　
　
　
　
が
花
茎
に
層
を
作

っ
て
咲
く
の
を
宝

塔
に
見
立
て
、
九

輪
草
と
名
付
け
た

よ
う
で
あ
る
。

　
ち
ん
が
い
　
　
き
ょ
た
ん

鎮
咳
、
去
疾
に

薬
効
が
あ
る
．

654321
團

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
香
が
大
き
な
役
割
を
も

　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金

一
一
一
三
四
五
六
七
八
九

角

角 正

乎 欝

乎

乎 歩

香

〈詰将棋正解〉3一角成、2三玉、2

四歩、同銀、1二角成、同玉、1三金、

同銀、2一馬まで9手詰め。

〈解説〉3手目に2四歩と突くのが良

い手で3四玉と逃げれば1二角成、4

四玉、4五金の詰み。従って2四歩に

は同銀ですが、以下の角捨て金捨ては

自然の流れ。
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δ
～

　　．．ん
室岡直子駄
イ、納協わき后

δ
（
見
て
わ
っ

　　くに　ゆき
田辺邦幸玩

　5歳寺田やまだや

〃
”

　　り　　え佐藤理恵駄

　6歳室野しろえん

1．訓練科目

ニュースポーツを

　　紹介します

コ　ー　ス　名 期　間

2級建築士製図コース 7月～9月

建築パースコース 7月～11月

乙種危険物コース 8月ん11月

第1種電気工事士 8月～12月

ワープロコース 9月～10月

パソコン初級コース 9月～12月

パソコンワープロコース 9月～11月

建築キャドコース 9月～11月

パソコン・ワープロ・

表計算検定コース
9月～10月

2．定員　10名～20名

3．場所　上越市高土町3丁目

　　　　　1番15号

4．申込期間　各科講習開始2

　　　　週間前とします。

5．くわしくは

　　　　高田高等職業訓練校

　　　　へ問い合わせ下さい。

　　　　電話0255－23－2690

　地域でのレクリェーション行

事、子供会・婦人会・老人会の

集まりなどで、簡単にだれでも
　　　　　　　　　　　ヤできるスポーツを体育指導委員

と町公認スポーツ指導員がお手

伝いします。

　生活の中にスポーツをとり入

れ、健康で明るい地域づくりに

役立てませんか。

●グランドゴルフ

　場所にあったホールを設置し、

だれが少ない打数で回るかを競

います。

●スマイルボーリング

　順番にボールを転がし、10本

のピンを少ない人数で倒した方

が勝ち。

●ペタンク

　土の上（空地）でどこでもで

きます。金属球を交互に木製の

標的球をめがけて投げ、標的球

に近づけた方が得点となります。

　他にも簡単にできる色々なス

ポーツがあり、用具の貸し出し

もやっていますのでお気軽に町

総合体育館（奮7－3752）
へ声をかけてください。

よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
〃

　
　
「
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
」

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
年
齢

は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
「
他
に
収
入
が
な

い
の
で
早
く
欲
し
い
」
、
「
元
気
な

う
ち
に
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
思

う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
で
は
、
こ
う
い
う
方

々
の
た
め
に
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
間
に
希
望
し
て
受
給

す
る
こ
と
の
で
き
る
「
繰
り
上
げ

請
求
」
の
道
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
年
金
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
齢
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
減

額
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
減
額
率
は
一
生
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
ヶ
な
制
約

も
あ
り
ま
す
。

○
第
二
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー

　
マ
ン
や
公
務
員
）
に
な
っ
た
と

　
き
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

○
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
障
害
者
に
な
り
程
度
が
重
く
て

　
も
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
．

〇
六
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
別

　
支
給
の
老
齢
厚
生
（
共
済
）
年
金

　
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
任
意
加
入
が
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
繰
上
げ
受
給
に

伴
う
制
限
が
あ
る
う
え
に
、
年
金

の
支
給
率
も
低
い
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
請
求
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
と

き
は
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ

く
考
え
て
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
・
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
％
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

65歳1（満額）725，300円

減l　l1％

魎120％

645，500円

580，200円

64歳

63歳

㊧128％62歳1　522，200円

圃1361歳1　471，400円

60歳1　420，700円　　1醐

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合の年金額です。
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縛
宛
践

馨

補聴器の定期相談開催

　補聴器の全般にっいて相談会

が次のとおり開催されますので

お知らせいたします。

○相談日　6月17日（水）

○時　間　午後1時より

○会場渋海荘
○会社名　新潟リオン㈱

　　　　　　　上越営業所

戦没者等の遺族の皆様へ

一特別弔慰金の請求期限は

　　本年6月29日（日）までです一

〇今回の特別弔慰金の対象とな

　る方は、昭和60年4月1日か

　ら平成元年3月31日までの間

　に、公務扶助料、遺族年金等

　の受給権者が遺族内にいなく

　なった方等の遺族（戦没者死

　亡当時の三親等内の親族）で

　一定の要件を満たす方です。

○支給される特別弔慰金は、額

　面18万円の国債です。

○請求手続及び詳細については

　役場の社会福祉係までお尋ね

　下さい。

”

騨
　
唖

言，
，
W　

、
’

「ふれあい県政バス」の参加者募集
　県では、県民の皆さんに県の施設や事業を行っている場所を見学

していただき、県政への理解を深めていただくために「ふれあい県

政バス」を実施します。

○実施期日　平成4年7月3日㈹

　J　R高田駅前発（午前9時30分）→J　R直江津駅前発（午前9時

　50分）→正善寺ダム→上越利水事務所→上越保健所→特別

　養護老人ホームさくら聖母園→J　R高田駅前着（午後3時20分
　予定）→J　R直江津駅前着（午後3時40分予定）

○募集人員　50名

○集合場所までの交通費及び昼食は参加者負担

○申込み方法

　往復葉書に「第8回ふれあい県政バス参加希望」と明記の上、住

　所、氏名、電話番号を記載して、実施期日の10日前までに下記宛

　てに申し込んでください。

　　〒950新潟市新光町4番地1

　　　　　　　新潟県総務部知事公室　広報広聴課広聴係

○問い合わせ先

　　新潟県総務部知事公室　広報広聴課広聴係

　　電話　025－285－5511　内線2116

礁轍鎌一載扱綾能講習開催1囎謹舞灘欝灘醗灘

会　場 講　　習　　会　　場 講習期日
ノ」→　　　　口

疋　　貝

長　岡 新潟技能開発センター
　　（長岡市住吉3－1－1）

7月23日（木）

　24日（金） 50名

新　潟 タチバナビル
　（新潟市東大通2－2－18）

8月11日（火）

　12日（水）
50　名

13

○期日　平成4年7月5日
　　　　　　（第1日曜日）
○会場　町総合体育館

○競技方法　4人1チームとし、

　　　補員は2人以内とする。

○申込先　町総合体育館

　　　Td7－3752

0申込〆切　7月1日

ロロロロロロロロロロロロロ

　成人式の

　記念写真ができました

　成人式の記念写真ができまし

たので、町公民館（総合センタ

ー内）まで取りにお越し下さい。

参加者は無料です。

　また、他に、会場で撮影した

スナップ写真もありますので、

ご希望の方はその時にお申し込

みください。　（1枚40円くらい

です）

ロロロロロロロロロロロロロ

みなさんのご協力を

　　　　　お願いします

o　，．ロ　　ロロロ

　－灘



以
下
省
略
の
く
す
ち
ん
で
す
！

楠

元
枝
さ
ん

写真中央が楠さん

（
璽
則
）

「
く
す
ち
ー
ん
、
が
ん
ば
れ
」

「
が
ん
ば
る
よ
ー
」
と
勇
ま
し
く
出

陣
し
た
も
の
の
、
い
き
な
り
走
り
出

し
、
す
で
に
バ
テ
気
味
…
。

　
沿
道
で
応
援
し
て
く
れ
た
孟
地
小

の
子
ど
も
達
と
、
お
母
さ
ん
方
に
愛

想
よ
く
手
を
振
っ
て
い
た
の
も
最
初

の
う
ち
だ
け
で
し
た
。
丸
太
の
平
均

台
や
ハ
サ
木
の
乗
り
越
え
等
、
高
所

恐
怖
症
の
私
に
は
寿
命
の
縮
ま
る
も

の
ば
か
り
。
や
め
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
ど
何
度
後
悔
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
人
間
と
は
欲
深
い
も
の

で
グ
ア
ム
島
旅
行
が
待
っ
て
い
る
と

思
う
と
、
せ
こ
い
手
段
を
使
つ
て
で

も
完
走
す
る
の
だ
と
悪
魔
の
心
を
抱

い
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
松
代
冬
の
陣
は
甘
く

あ
り
ま
せ
ん
。
せ
こ
い
手
段
を
使
う

余
裕
な
ど
、
ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
。

　
日
頃
、
陸
上
、
水
泳
、
ス
キ
i
等

の
課
外
活
動
で
子
供
達
と
一
緒
に
体

力
づ
く
り
を
し
て
い
た
か
ら
、
冬
の

陣
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ば
か
で
し
た
。

　
そ
の
上
、
グ
ア
ム
島
旅
行
は
外
れ
、

二
百
位
以
下
省
略
と
い
う
こ
と
で
、

「
広
報
ま
つ
だ
い
」
に
名
前
す
ら
載
り

ま
せ
ん
。
あ
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
の

に
、
何
て
こ
と
だ
！
と
闘
志
新
た
に

来
年
の
再
挑
戦
を
心
に
決
め
て
い
る

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
、
当
面
の
目
標
が
二
十
四

時
間
耐
久
マ
ラ
ソ
ン
出
場
で
す
。
冬

の
陣
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
も
っ
と

体
力
づ
く
り
に
精
を
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
雪
ど
け
と
と
も
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
開
始
だ
と
息
巻
い
て
い
た
の

で
す
が
、
ま
だ
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
精

神
で
、
耐
久
マ
ラ
ソ
ン
も
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
情
け
な
い
姿
を

見
掛
け
ま
し
た
ら
、
「
く
す
ち
ん
、
が

ん
ば
れ
」
と
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
い
で
す
。
き
っ
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
、
張
り
切
っ
て
走
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　男　　2，506人　　（一5人）

　女2，562人（一5人）
　計5，068人（一10人）
世帯数1，521世帯（一3世帯）

　出生1人　　死亡10人

　転入10人　　転出11人

　　　（4年5月末日現在）

一人口の動き一

圃
園
圏
圃

▼
五
月
は
「
成
人
式
」
に
始
ま
り
、
　
「
山

菜
採
り
ツ
ア
ー
」
　
「
七
ツ
詣
り
」
　
「
山

菜
を
楽
し
む
会
」
　
「
東
京
松
代
会
の
ふ

る
さ
と
訪
問
旅
行
」
　
「
松
寿
大
学
五
周

年
記
念
式
典
」
　
「
福
島
地
区
の
産
地
交

流
会
」
と
、
た
く
さ
ん
の
催
し
物
や
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
に
五
月
は
イ

ベ
ン
ト
月
間
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
▼
交
流
会
な
ど
を
主
催
さ
れ
て

い
る
方
は
、
　
「
地
域
お
こ
し
」
に
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
訳

で
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦
労
が
あ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
▼
取
材
に
行
っ
た
時

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
の
一
つ
も
掛
け
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、
唯
一
の
取
り
柄
で
も

あ
る
生
来
の
「
無
口
で
内
気
な
性
格
」

が
災
い
し
て
、
中
々
そ
う
い
う
訳
に
も

行
き
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
借

り
し
て
、
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
「
皆
さ
ん
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
．
」
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圃團吻翻國
（4月26日～5月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

牧田正樹・中村　恵さん

　　　　　　　　（峠・泉屋）

小林敏・大竹由紀子さん

　　　　　　（蒲生・寺小路）

　げんきな良い子に（出生）

樋・糞澄ちや．広栄康子さん

　　（長女・松代・九左エ門）

ご冥福を祈ります（死亡）

柳
． 一榮さん　　64歳

　　　　　　（松代・おばさ）

柳　リヨさん　　　87歳

　　　　　　　（孟地・紺屋〉

高橋五郎次さん　　79歳

　　　　　　　（田沢・新舎）

市川正太郎さん　　67歳

　　　　　　　（松代・糀屋〉

佐藤元作さん　　　92歳

　　　　　　　（室野・政院）

石ロノブさん　　75歳

　　　　　　（松代・藤見屋）

山岸勝平さん　　　71歳

　　（田野倉・やまかつ商店）

菅井力子さん　　92歳

　　　　　　（田沢・田ノ尻）

柳　リャウさん　　78歳

　　　　　　（千年・こぜん〉

堀川シサオさん　81歳

　　　　　（奈良立・大手町）

山賀シゲノさん　　85歳

　　　　　　（小荒戸・しも）

佐藤兼作さん　　　74歳

　　　　　　　（室野・石原）

齋木才吉さん　　　85歳

　　　　　（室野・よそぜん）
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